
ステークホルダーに明示し、

多彩な学内の求心力となる基軸として共有
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将来構想の位置づけ

2004

2014―― 創立10周年・創基85周年

統合による相乗効果と総合大学の持つ利点・特徴を最大限に生かし、異分野間の融合を重視した教育と研究を行い、独創的・

先駆的な研究を推進して「新しい知の創造」に全力を尽くすとともに、新しい時代の進展に対応し得る確固たる専門能力と幅

広い教養を備えた人間性豊かな人材の育成に努め、地域の発展と我が国の繁栄、ひいては世界・人類の幸せに貢献し得る大学

となることを目指す。

創立の基本理念【基本目標】

2023―― 基本構想案

2024―策定・公表

2029―― 創立25周年・創基100周年

―兵庫県立大学ビジョン2036（仮称）

県立大学の使命＝大学創立の基本理念を、

急速に変化する時代の要請に即して具現化するための将来ビジョン

― 目標年次：次々期中期計画最終年（2036年）

兵庫県立大学開学

創立10周年・創基85周年に策定した兵庫県立大学

創基100周年ビジョン（～2029）を発展的に継承

創基100周年ビジョンの策定

2036― 将来構想の実現

（創立20周年）

兵庫県立大学ビジョン2036（仮称）

公立大学法人化 2013

Well-beingの実現

持続可能社会の形成

（目標年次）



基
本
構
想
案

（R5）

構成

将来構想策定の進め方

将来構想の策定の考え方、方向性を

整理・検討

基本構想案として、

① コンセプト

② 目指すべき将来像

③ 重点機能・目標 の骨格を示す

R5
2023

R6
2024

基本構想案に基づき、さらに整理を進めるとともに、④分野別の各学部等における

具体的取組を示す

目標の実現に向けたロードマップを作成し、KPIを設定

基本構想案の策定・公表

将来構想の策定・公表

①目指す大学像のコンセプト

②目指すべき将来像

③重点機能・目標

④分野別の具体的取組

将
来
構
想

（R6）

県等との協議

学内でのさらなる検討

（第３期（2025（R7）～2030（R12））中期目標及び中期計画に反映）
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Well-beingの実現

持続可能社会の形成

運営の

根本となる

考え

第４期

第３期

目標年次｜2036年 ――

2030年 ――

神戸商科大学 姫路工業大学 県立看護大学

最先端の知を求めて国内外から学生が
集まり、社会課題の解決を志向する豊
かな人間性とグローバル・リテラシー
（国際対話能力）を備えた、国際社会
や地域社会で活躍できる創造力と自律
性を有する人材を育成している。

県内に存する高度な研究基盤や地域資
源の活用と、国内外の研究機関等との
共同研究により、社会のイノベーショ
ンを創出する独創的・学際的な研究を
推し進め、研究成果を広く社会に還元
している。

兵庫における新たな知の拠点として、
他大学・自治体等とも連携しながら集
積・探求している総合知を社会実装す
べく、積極的な政策提言や技術支援を
行っている。

重点領域

ステークホルダーにも支えられた充実した経営資源の下で、識見豊かな役員・教員と専門性を高めた

職員等が協働して、多様性と活力に満ちた自律的な大学運営を行っている。

社会イノベーション・総合シンクタンク機能

グローバル・コラボレーション機能

将来構想の基本骨格（案）

・先端研究・異分野融合研究の推進

・大学発ﾍﾞﾝﾁｬｰ、ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟの育成

・ＤＸ・GＸ・ＬＸ

・新たな価値創造と社会経済ｼｽﾃﾑの転換

・レジリエントなまちづくり

― 基本機能

― 運営基盤

分野横断で取り組む２つの重点機能

管理運営

教 育 研 究 社会貢献

▍本学の基本姿勢

・他にないものを創る

・とんがったものを創る

・世界に通用するものを創る

・未来社会が求めるものを創る

▍社会課題

・人口減少・超高齢化

・地球からの警鐘

・経済構造の変容

・価値観と行動の変化

・テクノロジーの進化

・世界の成長と一体化

▍創立の基本理念

▍３大学の歴史と伝統

・グローバル教育の全学的展開

・国際的な共同研究の推進

対応すべき

課題と

本学の基本姿勢

― めざす将来の姿
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・異分野間の融合を重視した教育と研究

・独創的・先駆的な研究による「新しい知の創造」

・確固たる専門能力と幅広い教養を備えた人間性豊かな人材の育成

・地域の発展と我が国の繁栄、世界・人類の幸せに貢献

▍構想のコンセプト 真理の探究を基盤としたグローバルで独創的・学際的な教育研究による

個と社会のWell-beingに貢献する新たな知の拠点の共創



先端研究・異分野融合研究の推進1 ▍先端的な研究環境の確保

▍教 育 ▍管理運営▍社会貢献▍研 究

重点領域における主な取組目標（案）

重点領域➊～❾

▍異分野融合研究・社会実装の推進

▍国際共同研究の推進体制の充実

大学発ベンチャー・
スタートアップの育成

2 ▍産学連携ベンチャーの創設・支援

ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）3 ▍

ＧＸ（グリーン・トランスフォーメーション）4 ▍カーボンニュートラルへの貢献

ＬＸ（ライフ・トランスフォーメーション）5 ▍学際的研究によるLX促進 ▍

新たな価値創造と
社会経済システムの転換

6 ▍持続可能な地域づくりへの貢献

レジリエントなまちづくり7 ▍産学官連携による地域づくり

グローバル教育の全学的展開8 ▍附属高校・SSH等との連携強化

国際的な共同研究の推進9 ▍国内外の研究機関との連携強化

▍先端研究への挑戦

▍起業人材の育成・支援 ▍大学発ベンチャーの創出

▍先端DX人材の育成強化

▍グリーンサイエンス系学科の新設 ▍グリーンエネルギー研究の推進

▍データヘルスに基づく研究の推進

▍教養教育の充実強化 ▍

▍地域創生リーダー人材の育成強化 ▍

▍海外拠点の新規設置 ▍GBCの拡充

▍世界的評価の向上

▍Diversity & Inclusion の推進▍▍事務局体制の強化

▐ 重点機能 社会イノベーション・総合シンクタンク機能1
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▐ 改革推進のための運営基盤の整備

（国際商経学部グローバルビジネスコース）（スーパーサイエンスハイスクール）

重点領域における主な取組目標

▍
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▐ 重点機能 グローバル・コラボレーション機能


